
SKYMENU 活用授業 実践レポート 
 

お名前 宮崎 雄太 学校名 千葉市立椎名小学校 

実施学年 ４年生 教  科 外国語活動 

単元名 How is the weather? 

 

≪学びを深めたいポイント≫ 

 ４月当初、本学級の児童は外国語活動に対する苦手意識が高かった。（苦手な教科・活動を３つ選ぶアンケー

トで、２／３が外国語活動を選んだ。） 

 ①ALT の話している内容がよくわからない。 

 ②デジタル教科書のビデオの内容が難しく感じる。 

という点が大きいとのことだった。本校は小規模校であり、英語専科はおらず、ALT が隔週で授業に入る状況

である。それにより、児童がネイティブの英語に触れる機会が少なかったり、活動の量が減ってしまったりするこ

となどが苦手意識につながっていると考えた。 

 そこで、ALT の発音を繰り返し聞いたり、手本と合わせて繰り返し練習したり、自分の声を聞いたりする経験を

多くすることで、自身を持ってゲームで発音したりすることができ、より英語に親しむことができると考えた。 

 

≪SKYMENU 活用のポイント≫ 

 一人一台端末(当自治体は chromebook)で動画などを共有する際、ドライブの中に動画を収め、動画リンク

やフォルダリンクを児童に示すことが多い。しかし、英語の場合は動画だけでなく、絵カードや、発達段階によって

は文字情報も動画に合わせて児童に共有することで、耳と目を同時に使っての理解を促すことができ、より効果

的な活用ができると考えられる。 

 SKYMENU では、動画再生時に自動的に全画面表示になることはないため、上記のように絵カードや文字情

報を動画と共にページに配置し、児童が簡単に使うことができると考えた。 

 また、外国語に自信のない児童が多い現状としては、「みんなの前で一人で話す」ということはハードルが高

く、ゲームなどでみんなと同時に話すか、周りの児童もどんどん動いて声を出している状況でないと発音しない

という姿も多く見られる。しかし、「自分が ALT の先生の真似をよくできているか。」ということは、児童の外国語

への理解や自信に大いにつながる観点である。そこで、まずは「発表ノートに自分が話している様子を録画して

みる」ということから始めたい。発表ノートには ALT の手本動画も入っているので、それを見ながら、何度も繰り

返し話し、録画する。 

 上記のような活動を、担任だけで授業を行う隔週の外国語の時間に積極的に取り入れていく。 

 

≪実践内容≫ 

 学習活動 SKYMENU 活用場面 活用のポイント 

導 

 

入 

１．あいさつを行う。 

◯教師と全体であいさつしたあと、友達とペアに

なってお互いにあいさつする。 

・Hello. How are you? 

・Hi! I’m○○.How are you? 

・I’m ○○. 

  

展 

 

開 

２．前時の復習を行う。 

◯チャンツを歌う。 

・【How is the weather?】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．英語表現に慣れ親しむ。 

◯新出の英語表現を繰り返し視聴したり、合わせ

て発音したりする。 

・How’s the weather? 

・It’s [sunny / rainy / cloudy / snowy]. 

 

 
４．外国語を用いたゲームを行う。 

【missing game】 

・黒板にフラッシュカードを並べて単語の発話

練習する。 

・児童に目隠しをしてもらい(後ろを向くなど)そ

の間に ALT または HRT がフラッシュカード

を取り除く。そのあとどの単語がないか児童

が答える。 

・HRT:How is the weather ______? 

・児童:It’s ______. 

 

５．好きな天気の答え方を知る。 

◯好きな天気を尋ねるビデオ（デジタル教科書）

を視聴する。 

・理由について、どのような表現があるか簡単

に確認する。 

 

 

・ALT にに協力してもらい

撮影した動画を共有し、

各自が開いて視聴・発音

練習を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ビデオだけでなく、絵カ

ードを添付したり、実態に

合わせて文字情報も共

有したりすると効果的で

ある。 

・児童がイヤホンを使用す

ることで、他の児童が再

生するビデオや他の児童

の発 音 に 惑 わさ れず 、

ALT の発音に集中する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

６．天気の尋ね方、答え方について振り返る。 

◯天気の尋ね方・答え方について、動画で録画

し、振り返りを入力する。 

・How’s the weather? 

・I like [sunny / rainy / cloudy / snowy]. 

・児童は振り返りページに

自分の発音を録画し、振

り返りを◎・◯・△で入力

したり、文で入力したりす

る。 

・各自で自由に手本も見

ながら、録画を行えるよう

にする。 

・文字情報があった方が

理解の助けになる児童も

いるため、大型テレビや

黒板に文字情報も表示

しておく。 



 
≪実践を振り返って≫ 

 児童は外国語活動の中で動画を活用することで、４月に比べ、自信を持って声を出している姿が増えた。

２週に１度しか ALT が授業に入らない中でも、発表ノートに貼られた動画を使って繰り返し視聴・発音を

行ったことで、ALT の話す英語の音声・速さなどに慣れることができた。「ALT の先生が何を言っている

か、前より分かる気がする」と答えた児童も見られた。また、今回各家庭にマイク付きイヤホンの準備をお願

いした。この実践をするにあたっては、端末のスピーカーからの音声ではなく、イヤホンからの音声を繰り返

し聞くことで、英語特有の音声に慣れ親しむことができる。また、イヤホンは国語科で作文を書くときなど音

声入力時にも活用することができ、「令和の文房具」として大いに活用することができた。 

 小学校の外国語活動では、「たくさん外国語に触れる活動を通して、外国語に対して慣れ親しむ」ことが

目標とされる。もちろん、単語に関しては、上記活動でも取り入れているミッシングゲームなど、楽しい活動

を通して児童が外国語に慣れ親しむことができると感じる。しかし、３・４年生の外国語活動でも、５・６年生

の外国語の学習でも、扱うのは単語だけでなく、表現(会話)が基本となる。その場合、「単語ばかり覚え

る・親しむ活動」で終わっていては、児童は余計難しさを感じたり、中学校との接続が上手くいかなくなって

しまうのではないかと考える。実際に、小学校の外国語の教科化の後で行われた中学校の教科書改定に

より、特に中学校１年生の英語の内容が難化し、授業についていけない生徒が増えているといわれてい

る。そこで、小学校でも書く活動をある程度設定したりして、中学での英語学習にスムーズに接続できるよ

う配慮するようになってきている。 

 上記のような状況から、３・４年生でも、積極的に外国語表現(会話)の時間を多く設定していくことが求

められる。しかし、そうすると、扱う単語が増えたり、会話の長さが長くなったりしてしまい、児童が難しさを感

じることが多くなってしまう。その中での一人一台端末・動画の活用は、児童の苦手意識の軽減に効果が

あると考えられる。児童は自分のペースで繰り返し視聴し、合わせて発音したり、自分の発音を録画したり

することで、ネイティブの発音に親しみ、それを意識して発音をよりよくすることができる。 

 今後も、ALT と連携し、児童の苦手意識を減らしていけるよう努めていきたい。また、ALT は他校と兼任

していることが多いため、他校の教師と連携し、動画を撮影することができる。昨年度は、隣の学校と兼任

だったため、発表ノートの受け渡し形式でデータを共有し、６学年の外国語の内容を継続して動画収録す

ることができた。受け渡し形式で保存ができるということは、市内の教師が上手く連携できれば、外国語に

限らず、児童にとってより良い活動につなげられたり、教職員の負担軽減にもつなげたりすることができる

と感じた。今後、市内の一人一台端末情報共有掲示板なども活用し、積極的にノートの交流・共有などを

していきたい。 

 


